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１ 「少子化」克服への処方箋は（結婚編） （40分） 

  

 最近、国は合計特殊出生率 1.8 を目標に掲げて努力を

しておりますが、人口維持（人口置換水準）するには 2.07

が必要です。  

 

 県でも、先の新５か年計画大綱の中で出生率目標を 1.5

に引き上げて、その目標に向けた努力が始まりました。  

 国も県も合計特殊出生率を現在より上方に掲げた目標

設定には高く評価をしたいと思います。  

 

 しかしながら、人口置換水準の 2.07 には程遠い気がいたし 

ます。 

 そうした中にあっても、少しでも改善を期待したいも

のです。  

 

 数値の改善をするためには、まずは結婚（婚活）支援

が重要な対策になってくると思います。  

 

 現在における市の結婚支援対策について伺います。 

  

（1） 本市での出生率は。（過去５年間） 

 

 

（2） 教育の場（中学）における結婚に関しての学習は。 

 

 

（3） 市長部局における結婚支援、促進での対策は。 

 

 

（4） 市民センターを活用したマッチング（婚活）支援を。 

 

 

（5） 市役所内の各部、各課の横断的婚活支援、対策は。 
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